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日本語 ＣＡＩ教材の開発に向けて
一金 沢大学 留学生 に対する二 一ズ 調査一
峯 正 志 ・ 鎌 田 倫 子 ・ 能 波 由 佳 ・ 深 澤 の ぞ み
は じ め に
社 会 の 情 報化 に 伴 い， コ ン ピ ュ ータ はさ ま ざ ま な分 野 に 影 響 を 及 ぼ してい る。 日本 語
教 育 の 現 場 にも 近 年 コ ン ピ ュ ータ は何 らか の 形 で 導入 さ れ， コ ンピ ュ ータ 利 用 に 関す る
プロ ジ ェ ク トや 学 習 用 ソ フ ト の 開 発 な どに 関 す る 研究 発表 も 頻 繁 に 行 わ れる よう に なっ
た。 こ の 背 景 には， 学 習 者 の 個 性 に応 じて 適 切 な 教授 メ ディ ア を選 択 す る必 要 が あり，
コ ン ピュ ー タも 教 授メ ディ ア と し て大 き な可 能 性 を秘 め て い る と い う 考 え があ る。
金沢大学には現在多く の留学生が学 んでおり， 彼等 を対象と した日本語クラスも開講
さ れて い る。 しか し な が ら， 個々 の留 学 生 の さ ま ざ ま な二 一 ズ に 対 応 す るの が 難 し い状
況 であ る。 そ こで， 筆 者 ら は日 本 語 ＣＡＩ 教 材 を利 用 す る こ と に よっ て， 留学 生 の 二一 ズ
によ り き め 細 かく 応 え る こ と が で き る の で はな い か と考 え，日 本 語 ＣＡＩ教材 の 開 発 に 向
けて， 今 回 の二 一 ズ 調 査 を 実 施 し た。
Ｉ． 調 査の目的と 調査方 法
１ 調査の目的
本調査の目的は， 金沢大学に在籍する留学生に対して， 以 下の３点 について調査を行
う こ と で ある。
（１） 日本語学習の二一ズ
（２） 補講コースを受講できない理由
（３） コンピュータやネッ トーワークを利 用した日本語学習の可能性
最終的には，金沢大学 で実施されている日本語教育で使用する ＣＡＩ教材を開発するこ
と を 目 指す。
２ 調査方法
調査方法は筆記アンケー ト形式を採用し， 平成９年度の日本語補講コース対象者 （正
規学 部 生 を除 く， 全て の 留 学 生） ２７５名 に 対 して 実 施 し た。 ア ン ケ ー ト用 紙 は 日 本 語版，
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英語版， 中国語版 を作成 し， 中国語母語話者には日本語版と中国語版， その他の言語が
母語である留学生 には日本語版と英語版のア ンケート用紙 を準備 した。 回答にあたって
は， 配 布 した ２ 種 類 の ア ンケ ー ト用 紙 か らユ 種 類 を 選択 した 上 で 回答 して もら った。
ア ンケー ト は平 成 ９ 年１２月１２日 か ら２６日に か け て 実施 し， そ の 間 に 日 本 語補 講ク ラ ス
に出 席 した 留 学 生 に はク ラ ス で ア ン ケ ー トに 回 答 し て も らっ た。 ク ラ ス に 出席 して い な
かった留学生に は， 各学部及 び研究科の学生係の協力 を得てア ンケー トを配布， 回収 し
た。 最 終的 に１５１名 か ら の 回 答 を 得 る こ と が出 来 た。 回収 率 は５４．９％ で あ る。
な お， 調 査 に 用 い た ア ンケ ー ト は 論文 末 に 掲 載 した。 紙 数 の 関 係 で， 日 本語 版 のみ 載
せ て い る。
皿． 調 査 結 果 の 概 要
こ の章 で は， 今 回 の 調 査 で 得 ら れた 結 果 の 概 要 を提 示 す る。 提 示 の 仕 方 につ いて は，
まず質問項目のねらいについて述べ， それからア ンケート結果を表の形で示 し， 最後に
必 要に 応 じ て そ れ に つ い て のコ メ ン トを 述 べる， と い う 形 に す る。
１ 調査対象者の属 性
ア ンケ ー ト で は ま ず 調査 対 象 者 に つ い ての 基 本 的 な 情 報 を 得る た めに， 属 性に つ いて
聞 いた。 項 目 は， 氏 名， 年齢， 性 別， 国 籍， 母 語， 所 属， 来 日年 月， 来 日 前 の日 本語 学
習歴１）， であ る。 こ こ で は， 氏 名 と 来 日年 月 を 除く 項 目 の 集 計 を 載 せ た （表１）。
表１ 留 学 生 の 属 性
平均年令
国 籍 母 語 身 分
来日前の 学習期間
・性別 学習歴 （か月）
計１５１人 平均 ２９．９歳 （本文 中 （本文 中 博士 ５８人 有 ９２人 ２３．２ヵ月
男 １０２人 に記 載） に記 載） 博士課程 での 研究生 １６人 ６０．９％
６７．５％ 修 士 ２２人
女 ４９人 修 士課程 での 研究生 ２４人 無 ５９人
３２．５％ そ の 他（研 究 生 を 含 む） ３１人 ３９．１％
Ｉ）学習 期 間 の 平均 を 一 応 挙 げた が， こ の 数 字に は あま り 意 味 がな い。 例 え ば， 日 系の 留 学 生が 白 分の 年 齢と 同
じ年 数 を学 習 期 問 と して 記 入 した 例 も あ る し， ま た学 習 のや り 方 が そ れ ぞれ 異 なっ て い る（例 え ば， 学 校 で学 ん
だか， 独習 か， １ 日 に何 時 間 く らい 学 習 した か 等） ので， 単純 な 数 字 の比 較 は 意 味 がな い。 しか し， 全 く 意味 が
ない と いう わ け で もな い。 例 え ば， 理 系 の 学生 と 文 系の 学 生 で， どのく らい 事 前 学習 の量 が 違う の かと いっ た 点
の 参考 に はな ろう。 そ の 場 合 に は， 場 合 に 分 けた 数 字 を挙 げな け れ ばな ら な いが， い ず れに し ても， 本 論文 で は
こ の 点 の 考 察 は 行 っ て い な い。
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国籍 に つ いて は， 以 下 の 通 り。
中国 （９２）， バ ン グラ デ シュ （７）， イ ギ リス （６）， アメ リカ （５）， ロ シ ア （５）， 韓
国 （５）， イ ン ドネ シア （４）， エ ジ プト （３）， タイ （３）， フィ リ ピ ン （２）， ポー ラ ン
ド （２）， ガ ー ナ （２）， マ レー シア （２）， フラ ンス （２）， モ ン ゴ ル （２）， アイ ルラ ン
ド （２）， フ ィ ン ラ ン ド， イ タ リ ア， オ ー ス ト ラ リ ア， ブ ラ ジ ル， ド イ ツ， タ ン ザ ニ ア，
台湾 （各１）
また， 母 語 に つ いて は， 以 下 の 通 り。
中 国 語 （８６）， 英 語 （１３）， ベ ン ガ ル語 （７）， ロ シア 語 （６）， 韓 国 語 （５）， イ ン ドネ
シ ア 語 （３）， ア ラ ビ ア 語 （３）， モ ン ゴ ル 語 （３）， ア カ ン 語 （２）， ポ ー ラ ン ド 語
（２）， タ イ 語 （２）， フラ ンス 語 （２）， ビサ ヤ語， ス ワ ヒ リ 語， ル ーマ ニ ア 語， マ レー
語， ポ ル ト ガル 語， ウイ グ ル 語， カ ザフ 語， ドイ ツ 語， ベ トナ ム 語， フィ ン 語， イ タ リ
ア語 （各１）， 不明 （６）
国 籍 は， 過半 数 が 中 国 （６０．９％） で ある。 そ の 他の 国 も ア ジア 諸 国 が 多く （ア ジ アの
国は全体のほぼ８割） を占めている。 来日前の学習歴 は， 既習者の方が未習者よりやや
多 く な っ て い る。
２ 日 本 語 と 日本 語 の ク ラ ス に つ いて
次 に， 日 本 語補 講 コ ー ス の 利 用 度 を 探る た め， 現 在 日本 語 補 講 コ ー ス に 参 加 して い る
か どう か を 聞 いた。 ま た， 現 在 参 加 し て いな い 留 学 生 につ いて も， 以 前 参 加 して い た か
どう か を尋 ねた （表 ２）。





現在クラスに 出席して いるか 過去 にク ラスに 出席したこ とがあるか
有効 １５１人 有効 ７２人
計１５１人 い る ７９人 ５９．３％ あ る ４５人 ６２．５％
い な い ７２人 ４７．７％ な い ２６人 ３６．１％
不明 １人
金沢大学 で現在日本語補講コース を受けている留学生の割合は， 約半分であることが
わ か る。 そ して， 今 参 加 し て い な い留 学 生 で も， ６０％ 以 上 は 以 前 に 参 加 して い る。 全 く
授 業 を 受 けた こ と の な い 学 生 は， １７．２％ に す ぎ な い。




表３ クラ ス に 出席 し な い 理 由
１．２ クラス に出席 しな い理由









計７２人 ２４人 ３３．３％ ６ 人 ８．３％ ９ 人 １３．０％ ５６人 ７７．８％ ４ 人 ５．６％ １人 Ｏ．７％
「専 門 が忙 しい」 と い う 理 由 が 最 大 で あっ た。 そ の 次 に挙 げ られ た の が 「都 合が 悪 い」
と いう 理由 で あ る。 専 門 の 授 業 と日 本 語 補講 の 授 業 が かち 合っ て い る た め と 思わ れる。
次に何のために日本語の学習 が必要なのかという問いを設けた （表４）。 「日常生活の
た め に必 要 で ある」 と い う 理 由 が 最 大 で あっ た。
表４ 日 本語が必要な理 由
２．１ 日本 語が必要な理由
有効 １５ユ人 不明 １人 （Ｏ．７％）
日常生活
研 究 室
ゼミ や授業 文 献
学会や ゼミ レポートや
での生 活 での発表 論文
その他
計１５ユ人 １３４人 １０１人 １１５人 ９７人 ９７人 ９３人 ４人
８８．７ ％ ６６．９ ％ ７６．２ ％ ６４．２ ％ ６４．２ ％ ６１．６ ％ ２．６ ％
次 に， 日本 語 学 習 に 関 す る 二 一 ズ を調 べ るた め， 日 本 語 に 関 し て ど の よう な こと を 学
習 した い か聞 い た （表 ５）。
表５ 日 本語に関 して 学習したい こと
計１５１人


































補 講 で 特 に 勉 強 した い 事 柄 は， （１） 会 話， （２） 読 み 物， （３） 作 文， （４） 文法， （５）
リ ス ニ ン グ， と いう 順 番 であ る （表５）。 こ の 順位 に つ い て は， 留 学 生 の 属性 （大 学 院 所
属 留 学 生 か そ う で な い か， 文 系 か 理 系 か， 等） に よ っ て か な り 異 な る （第 ４ 章， 第 ５
章）。
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３ コ ン ピュ ー タ に 関 す る こと
こ こ で はま ず， コ ン ピ ュ ータ を使 える か どう か と， い ま ま で に ＣＡＩ ソフ ト で日 本 語を
学 習 し た こ とが あ る か どう か につ い て 質 問 した （表 ６）。












コ ンピュ ータ が使 えるか コンピュータを使いたいか ＣＡＩで 勉 強 した こ と が
有効 １５！人 有効 ２７人 ある か 有効 １２３人
使 え る １２４人 ８２．１％ 使 い た い ２６人 ９６．３％ あ る ８ 人 ６．５％
計１５１人 使 え な い ２７人 １７．９％ 使 い た く な い Ｏ 人 Ｏ ％ な い １１４人 ９０．２％
不 明 １ 人 ３．７％ 不 明 ４ 人 ３．３％
コ ンピ ュー タ を 使 える 留 学 生 は１５１人 中１２４人 （８２．１％） で あ っ た。 さ らに， 使 え ない
留 学 生２７人も す べて 使 える よ う に なり た い と 思っ て い る。
ＣＡＩ で勉 強 した こ と が あ る か と いう 問 いに は， 殆 ど の留 学 生 が 「使 った こ とが ない」
と答 え て いる。 従 来 か ら か な り の 数の ＣＡＩソ フ ト が発 表 さ れ て い る が， 実 際に は あま り
使 わ れ て い ない 実 態 がわ か る。 こ れ は， 金 沢 大 学 の日 本 語 補 講 コ ー ス で その 様 な ソフ ト
を用 いて いな い こ と も 大 き な 理 由 だ が， 来 日 前 に 日本 語 を 学 習 して い る 留学 生 が 多 いこ
とを 考 える と， 欧 米 も 含 め て， コ ン ピュ ー タ ソ フ ト で日 本 語 を 学 習 す る こと が， ま だま
だ一 般 的 に なっ て い な い 実 態、を 表 して いる よ う で ある。
次 に， ＣＡＩソ フ ト で 日本 語 を学 習 す る と した ら， どの よ う な こ と を コ ン ピュ ータ で学
習 した い か につ い て 質 問 した （表 ７）。
表７ コン ピュータ教材 で学習 したいこ と



























文法 漢字 かな 読 み 作文 ワー 会話 聴解 専門 練習 参考 ゲー その
文字 物 プロ 的 書的 ム的 他
計 ７４人 ４７人 １７人 ７５人 ７８人 ５６人 ８５人 ６９人 ５６人 ４９人 ４６人 ２８人 １ 人
１５１人 ４９．３％ ３１．３％ １１．３％ ５０．０％ ５
２．Ｏ％ ３７．３％ ５６．７％ ４６．０％ ３７．３％ ３２．７ ％ ３０．７ ％ １８．７ ％ ０．７％
こ こ での 順 位 は， （１） 会 話， （２） 作 文， （３） 読 み 物， （４） 文 法， （５） リス ニ ン グ
の 順 位 とな っ て いる。 パ ー セ ンテ ー ジ に は あま り 大 き な 差 は な い が， ３．１で聞 いた
「日 本
語 に 関 して 学 習 した い こ と」 の 順 位 と ほ と ん ど同 じ と な っ て い る。
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こ こ で は， 留学 生 が どの よ う な 形 式 の ソフ ト を 求 めて いる の か を 知 る た め に，
「練 習 的
なも の」，
「参 考 書 的 な も の」， 「ゲ ー ム 的 な も の」 と い う 選 択 肢 を 加 えて いる。 結果 は，
この３つの選択肢の中ではゲーム 的なものを求める留学生の割合が一番小さかった。 こ
れ ま で 楽 しく 学 習 で き る も の と いう こ と で， む しろ ゲ ー ム 的 な ソ フ ト の方 が， 積 極 的 に
開 発 さ れて き た よう に 思わ れ る。 「ゲ ー ム 的 なも の」と いう 選 択 肢 が， 留 学 生 に どの よう
なイ メ ー ジ を与 えた の か が はっ き り しな い の で， 断 定 的 な こ と は 言 え な いが， こ こ で の
結 果 は， この 様 な 開 発 姿 勢 に 再考 の 余 地 が ある こ と を 示 し て いる よ う に思 え る。
次 に， ＣＡＩソ フ トを， どこ で， い つ 使 いた い か と いう 質 問 を した。 （表 ８）
表８ コン ピュー タを使いたい場 所と時間
４．３ どこ で コ ン ピュ ー タ 教 材 を 使 い た い か ４．４ いつコンピュー タ教 材 を使 いた いか
有 効 １５０人 不 明 ７人 （４．７％） 無効 ３０人 有効 １２０人 不明 ６人
日本語 研究 室 自宅 専用の そ の他 ク ラス 放課後 いつでも その他
のクラス 部 屋 の 中
計１５１人
３２人 ９６人 ６２人 ４６人 ○人 １２人 ３５人 ７８人 ７人
２１．３％ ６４．Ｏ％ ４１．３％ ３０．７％ Ｏ ％ １０％ ２９．２％ ６５．０％ ５．８％
使う 場 所 に 関 し て は， 研 究 室 や 白 宅 で 使用 した い と いう 留 学生 が多 い こ と が分 かっ た。
日本 語 の 授業 で 使っ て 欲 し い留 学 生 は２０％程 度 で あ っ た。 先 生 がい る の に コ ンピ ュー タ
を使 う こ と は な い と言 う こ と であ ろ う か。 使 う 時 間 に 関 して は， 「い つ でも」という 回答
が 多 か っ た。
１）
次 に， 留 学 生 の コ ン ピ ュー タ に関 す る 環境 につ い て 質 問 し た。 ＣＡＩソ フ トを 開 発 した
場合に， 留学生 がそ れを自由に使える環境にあるか どう か聞くため である （表９）。
こ こ での 回 答 で， 留 学 生 の ４ 人 に ３ 人 は自 分 が 自 由 に使 える コ ン ピュ ー タ があ るこ と
が分 か る。 ま た， そ の コ ン ピュ ー タ の ほ とん どはイ ンタ ー ネ ッ トに も 接 続 さ れて いる。
また， メ ー ル の ア カ ウ ン トも ほ と ん どの留 学 生 が 持っ て お り， ソ フ ト を 開 発 した 場合，
イ ン タ ーネ ッ ト を用 い て 配 布 す る こ と が可 能 で あ る こ と が分 か る。
機 種 は， 留 学 生 の 間 では マ ッ キ ン ト ッ シュ の シ ェ ア も Ｗｉｎｄｏｗｓ と 同 様 に 高 い （４６．１
％）。 特 にマ ッ ク の み を 記 入 し た 留 学生 は，３５名 中３１人。 つ まり， マ ッ ク と 回答 した も の
の ほ と ん ど は， 自由 に 使 え る コ ン ピュ ータ が マ ック だ け しか な い 状 況 を 示 して い る。 自・
宅 な どで 好き な とき に 学 習 す る よう な場 合， マ ック し か使 え な い 留 学 生 が結 構 いる とい
！〕この 質 問項 目 は， 中 国 語版 で は 完 全に 脱 落 して い る。 従っ て， 中 国 語 版 で回 答 した３０名 分の データ が 無 効と
な っ た。
一 ９０ 一
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表 ９ コ ン ピ ュ ー タ に 関 す る 環 境
５．０ コ ン ピ ュ ー タ が ５．Ｏ．１ 機 種 ５．１ イ ン タ ー ネ ッ ト ５．２ メ ー ル の ア カ ウ
あるか 有効 ７６人 に接 続している か ン トを持っ ているか
有効１４８人 不明２人 有効 １０８人 有効 １０８人
計１５１人 あ る １０８人 ７３．Ｏ％ Ｗｉｎｄｏｗｓ ４１人 い る ８８人 ８１．５％ い る ９２人 ８５．２％
な い ４０人 ２７．０％ ５３．９％ い な い １９人 １７．６％ い な い １５人 １３．９％




う こ と で ある。 こ こ 数 年 で こ の状 況 が どう な る か は分 か ら な い け れ ども， 現 時点 で は，
ＣＡＩソ フ ト を 開 発す る と き に は マ ッ ク 版 も 開発 す る 必 要 が ある と思 わ れる。
皿． ＣＡ１ 教 材 の 二 一 ズ ー大学院所属ど学部所属による分析一
ＣＡＩ教材に対する二一 ズは， 大学院所属留学生と学部 所属留学生によって違いがある
か 分析 し た。
なおここで 「大学院所属留学生」 （以 後 「大学院所属生」 と略称する） と呼ぶのは， 博
士課程と修士課程に所属する院生と研究生のことである。 博士課程レベルの大学院所属
生は， 杜会環境科学研究科， 自然科学研究科， 医学研究科の３研究科に所属 している。
修士課程 レベルの大学院所属生 は， 文学研究科， 教育学研究科， 法学研究科， 経済学研
究科， 理学研究科， 工学研究科， 薬学研究科， 自然科学研究科の８研究科に所属して い
る。 「学部所属留学生」 （以 後「学部所属生」） と呼ぶのは， 学部に所属する留学生から正
規 の 学 部 学 生 を除 い た， 短 期留 学 生 と専 修 生 の こ と であ る。 学 部 所 属 生 は， 今現 在， 文
学 部， 教 育 学部， 法 学 部， 経 済 学 部， 医学 部， 留 学 生セ ンタ ー の ６ つ の 部 署 に 所属 して
い る 。
１ コ ン ピュー タ や ＣＡ１教 材 に つ い て
コ ン ピュ ータ や ＣＡＩ教 材 の 使 用 に つ いて の 回 答 を 以 下 にま とめ る。
コ ン ピュ ータ ー が使 え る の は， 大 学 院 所 属生１２０人 のう ち１０５人（８７．５％）， 学 部 所属 生
３１人 のう ち１９人 （６１．３％） であ る。 コ ン ピ ュー タ を 使 う 能 力 は 大 学 院 所属 生 の 方 が有 意
一 ９１ 一
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に 高 い。 （κ
２
， ｐ ＜Ｏ．０１）
次に， コ ンピ ュ ータ を 使 える 学 生 の 中 で， ＣＡＩで 学 習 し た 経 験 の ある 学 生 は， 大 学 院
所属 生 （６．７％）， 学 部 所 属 生 （５．３％） の どち ら も非 常 に 少 な く， 差 が 認め ら れ ない。
「コ ンピ ュ ータ を 使 え る」 学 生 の 割 合 は大 学 院 所 属 生 の 方 が 高 い。 ＣＡＩ教 材 を使 っ た
こ とが あ る学 生 は 両 群 と も 非 常 に 少 ない。
２ コ ン ピュ ー タ 教 材 で 学 習 し た い こと
次 に コ ン ピュ ー タ 教 材 で 何 を 学習 した い か を， 所 属 別 の 枠 組 み で 見 て みよ う。
「コ ン ピュ ー タ で 何 を 学 習 した い か」 と いう 質 問 に 対 す る 回 答 は 表１０のよ う にな っ た。
表１０ コン ピュータ教材 で学習 したいこと （所属別）

























文法 漢字 かな 読み 作文 ワー 会話 聴解 専門 練習 参考 ゲー
文字 物 プロ 的 書的 ム的
大 学 院 所 ５６人 ３２人 １２人 ５４人 ５９人 ３８人 ７０人 ５７人 ４４人 ３６人 ３１人 １９人
属 生１２０ 人 ４６．７％ ２６．７％ １０．Ｏ％ ４５．０％ ４９．２％ ３１．７％ ５８．３％ ４７．５％ ３６．７％ ３０．０％ ２５．８％ １５．８％
学部所属 １８人 １５人 ５人 ２１人 １９人 １８人 １５人 １２人 １２人 １３人 １５人 ９人
生 ３０人 ６０．Ｏ％ ５０．０％ １６．１％ ７０．０％ ６３．３％ ６０．０％ ５０．０％ ４０．Ｏ％ ４０．０％ ４３．３％ ５０．０％ ３０．０％
大 学 院 所 属 生 の上 位 ５ 項 目 は， １ 位
「会話」 ２ 「作 文」 ３ 位 「聴 解」 ４ 位 「文 法」 ５
位「読 み 物」と な っ て い る。 「会 話」 「作 文」の よ う な 発 信 能力 に 関る 学 習 項 目が， 「聴解」
「読 み物」 の よう な 受信 能 力 に 関 る 学 習 項 目よ り 上 位 に 来 て い る。 ま た， 「会話」 「聴解」
のような口頭技能 が高い順位を占めていることが特徴的である。
学 部 所 属 生 で は， １ 位 「読 み 物」 ２ 位 「作 文」 ３ 位 「ワー プロ」 「文 法」 ５位 「会話」
「漢 字」 「参 考書」 と な っ て い る。 「読 み 書き」 が 口 頭技 能 よ り も 高 い１頃位 を 占め て いる。
「ワ ー プロ」 とい う 項 目 が 上 位 に 挙 げ ら れて い る の も 特徴 的 であ る。
２ 群 の 学 生の 間 で 相 違 の 大 き い 項 目 と して， ま ず「ワ ー プロ」 （κ２， ｐ＜０．０１）が挙 げら
れ る。 学部 所 属 生 で は ３ 位 と 希 望 が 多 いが， 大 学 院 所属 生 では ７ 位 と あま り 高く な い。
大 学 院 所属 生 で は 「ワ ー プロ」 は習 得 済み の 学 生 が多 い か ら では な い か と考 え ら れる。
次 い で， 「漢 字」 「読 み 物」 「参 考 書 的学 習」 （κ２， ｐ＜Ｏ．０５）が 有 意 差 が あ り， す べて， 学
部所属生の回答が大学院所属生を上 回っている。
両 群 で希 望 の 順 位 が 高 かっ た 項 目 は「作文」 「読 み 物」 「会 話」 「文 法」 な ど であ る。 逆
に 両 群 で希 望 が 比 較 的 少 な かっ た 項 目 は「か な文 字」 「ゲ ー ム 的 な も の」 「練 習 的 なも の」
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「専門 的 な もの」 な どで あ る。
３ コ ン ピュ ー タ 教 材 を 使 い た い 場 所 や時 間 に つ いて
「コ ン ピュ ー タ 教 材 を 使 う と した ら， どこ で， いつ 使 い た い か」 に つ い て の 回答 を 表
１１に 示 した。
コンピュータ教材の使用 場所， 使用時問に関して は， 大学院所属生と学部所属生で大
部分の項目に有意差が見られた。
表１１ コン ピュ ータを使 いた い場所と時間 （所属別）
４．３． コ ン ピ ュ ー タ 教 材 を 使 う 場 所
４．４． 教 材 を 使 う 時
有 効：大学 院 ９６人， 学部 ２４人
１． 日 本 ２． 研 究 ３． 自 宅 ４． コ ン １． 日 本 ２． 放 課 ３． い つ ４． そ の
語のクラ 室 ピュータ 語 のクラ 後 でも 他
ス 学習室 ス
大 学院所属生 ２１人 ８３人 ４２人 ２６人 ８人 ２１人 ６３人 ６人
１２０ 人 １７．５％ ６９．２ ％ ３５．Ｏ ％ ２１．７％ ８．３ ％ ２１．９ ％ ６５．６ ％ ６．３ ％
学部 所属生 １１人 １３人 ２０人 ２０人 ４人 １４人 １５人 １人
３０人 ３６．７％ ４３．３％ ６６．７％ ６６．７％ １６．７％ ５８．３％ ６２．５％ ４．２％
使用場所についてはすべての項 目で有意差が見られた。 大学院所属生は
「研究室」 で
使 いた い 学 生 が１ 位 で 学 部 所 属 生 よ り多 い。 学 部 所 属生 は， 「コ ン ピュ ータ 室」 「自宅」
が同 数 で １ 位， 次 い で ３ 位 「研 究 室」 ４ 位 「日 本 語 クラ ス」 で， 「研 究 室」 以 外 の す べて
の 項 目 で 大 学 院所 属 生 よ り 多 い。 学 部 所属 生 は 特 に 「コ ン ピュ ー タ 室」 へ の希 望 が 強 い
点が特徴的で， 大学院所属生と大きな相違 を示している。
使用 時問では， 大学院所属生も学部所属生も１位は 「いつ でも」 で， その問に有意差
は 認 め られ な い。 「い つ で も」使 え る こ と が どち ら の 学 生 に とっ て も 一 番 好 都合 で あ る こ
と がわ かる。 大学 院 所 属 生 の ２ 位 は
「そ の 他」 で あ る が， 学部 生 の２ 位 は
「放 課 後」 で，
学部 所属生は 「放課後」 の使用を望んでいる学生が多い。 使用 時問の３項目では 「放課
後」 に だ け有 意差 が認 め ら れ た。
コンピュータ教材を使う場所と時問に関して， 大学院所属生 と学部所属生で希望に相
違 が ある こ と が観 察 さ れ た。 使 用 時 間 で は 「い つ で も」 が どち ら に とっ て も 一 番望 ま れ
る。 学部 所 属 生 はそ れ に， 「放 課 後」 とい う 項 目 が続 く。 場 所 は， 大 学 院 所 属生 は 「研 究
室」 「自宅」 の 順 で あり， 学 部 所 属 生 で は




大学院所属生 が 「研究室」 を希望するのは学部所属生より 「研究室」 にいることが多
い か ら であ る と考 え ら れ る。 他 方， 学部 所属 生 は， 「放課 後」 と 「コ ン ピュ ー タ室」 で の
利用に希望が多いことが特徴的である。 これは， 学部所属生 では， 所属の研究室で過 ご
す時間が大学院所属生より少ないからと考えられる。
４ コ ン ピュ ー タ 環 境
コ ンピュータ環境についての回答でも， 大学院所属生と学部所属生では有意差が見ら
れ た。
学 部 所 属 生は３０人 の う ち 半 数 以 下の１３人 （４３．３％） しか 使 用 可 能 な コ ン ピュー タ を 確
保 して い な いが， 大 学 院 所 属 生 は１２０人 の う ち９５人 （７９．２％） が 使 用 可 能 なコ ン ピュ ータ
を確 保 し て いる。 学 部 所 属 生 で は， 前 節４．３で， 使 用 場 所 や 使 用 時 問 に「コ ン ピュ ー タ 学
習 室」 や 「放課 後」 と い う 答 え が多 く な っ た のも， 使 用 可 能 な コ ン ピ ュー タ を確 保 して
い ない か らと 考 え ら れ る。
コンピュータを使用可能な学生のうち， イ ンターネツトヘの接続が可能なのは大学院
所 属 生 は９５人 のう ち８２人 （８６．３％） で， 学 部所 属 生 は１３人 の う ち ６ 人 （４６．２％） で 大き
な 相 違 があ る。 し か し， メ ー ルア カ ウ ント の保 有 に 関 し て は， 大 学 院所 属 生８１人 （８５．３
％）， 学部 所 属 生１１人 （８４．６％） で， 両 群 に有 意 差 は 認 め ら れ な い。
使用 可 能 な コ ン ピ ュー タ を持 っ て い て， メ ー ル ア カ ウ ン ト を 持っ て い る 学生 が 比 較 的
多 いよ う だ。 し か し， イ ンタ ー ネ ッ ト に 接続 して い る コ ン ピュ ー タ の 使 用 は学 部 生 に は
か なり 制 限 が ある よ う だ。
５ 所属 によ る二一 ズ分析結果の考察
留 学 生の 大 学 院， 学部 と いう 所 属 の 枠 組 みに よ っ て， ＣＡＩ教 材 へ の 二 一 ズ を集 計 して
観察 した。
「コ ン ピュ ー タ や ＣＡＩ教 材 の 使 用」 につ い て， コ ン ピュ ー タ を 使 う 能 力 や使 用可 能 な
コンピュータの確保については， 大学院所属生の方が学部所属生より高いことが観察さ
れた。 こ れ は， 研 究 室 で の 立 場 に よ りコ ンピ ュ ータ が使 用 でき る 割 合 が 異 なる から と 考
え ら れ る。
「コ ン ピュ ー タ 教 材 で 学 習 した い こと」 に つ いて は， 大 学 院 所 属 生 で は１ 位 「会 話」
２ 「作 文」 ３ 位 「聴 解」 ４ 位 「文 法」 ５ 位 「読 み 物」 の 順 で あ る。 「会 話」 「作 文」 「聴 解」
な ど， 発 信 能 力 や 口 頭 技 能 に 関る 項 目 を 希 望 する 留 学 生 が 多 い。 他 方， 学 部 所属 生 で は，
１ 位 「読 み 物」 ２ 位 「作文」 ３位 「ワ ー プロ」 「文 法」 「参 考 書」 の 順 であ る。 口頭 技 能
よ り 「読 み 書 き」 を 希 望 する 留 学 生 が 多 い。
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両 群 で相 違の 大 き い 項 目 と し て 「ワ ー プ ロ」 「漢 字」 「読 み 物」 「参考 書 的学 習」 な ど が
あり， いずれも学部所属生の方が希望 が多い。 両群で希望 が多 かった項目は「作文」「読
み物」 「会 話」 「文 法」 な どで あ る。 逆 に両 群 で 希 望 が比 較 的 少 な か っ た 項 目 は 「か な 文
字」 「ゲ ーム」 「練 習」 「専 門」な どで あ った。 ＣＡＩ教 材 の 開 発 に あた っ て は， 希 望 の 多 か
っ た 項 目 を 中心 に 考 え て い く 必 要 が ある。
「コ ン ピ ュー タ を 使う 場 所 と 時 問」 につ い て， 大学 院 所 属 生 では 「研 究室」 で 「いつ
でも」 が多 い。 一 方， 学部 所属 生 で は， 「自 宅」 と 並 ん で 「コ ン ピュ ー タ 学 習 室」 で とい
う 答 え が多 く， 「い つ で も」 に 次 い で 「放 課 後」 が 高 い割 合 を示 した。 こ の 点 に は， 研究
室にいる時問と使用可能なコンピュータの確保が関係 してくる と考えられる。 学部所属
生は大学院所属生より， 研究室で使用 可能なコンピュータ を確保 している割 合も低いた
め に， 「コ ン ピュ ー タ 学 習 室」 の よう な場 所 で の 使用 希望 が増 え る と 考 え ら れる。
使用 可 能 なコ ン ピュ ー タ の 確 保 は， ＣＡＩに よる 日 本 語 学 習 の 基 本 条 件 で あり， 学 部 所
属 生の 場 合 に は， ＣＡＩ学 習 を 進 め る う え で， コ ン ピュ ー タ の 貸 与 や， 放 課 後 で も使 え る
「コ ン ピュ ータ 学 習 室」 の 準 備 な ど何 ら か の手 当 て が 必 要 で ある こ とが わ か った。
１Ｖ． ＣＡ１ 教 材 の 二 一 ズ ー 文 系 ・ 理系 別 に よ る 分 析
ＣＡＩ教材 に 対 す る 二 一 ズ に つ いて， 文 系 の 留 学 生 と 理 系 の 留 学 生 で は違 い が あ る か。
調 査 の結 果 を， 文 系・ 理 系 別 と い う 枠 組 み で分 析 して み た。
な おこ こ で 「文 系」 と 呼ぶ の は， 文 学 部， 文 学 研 究 科， 教 育 学 部， 教育 学 研究 科， 法
学部， 法学研究科， 経済学部， 経済学研究科， 杜会環境科学研究科， 留学生センターに
所 属 する 留 学 生 の こ と で ある。 ま た
「理 系」 は， 医 学 部， 医 学 研 究 科， 薬 学 研究 科， 工
学研究科， 理学研究科， 白然 科学研究科に所属する留学生のことである。
１ コ ン ピュー タ や ＣＡ１教 材 につ いて
コ ン ピュ ータ や ＣＡＩ 教 材 の 使用 につ い て の 回 答 を見 て み る と， ま ず
「コ ンピ ュー タ が
使 え る か」 と いう 質 問 に 対 し て， 文 系 で は７０．Ｏ％ が 使 える， 理 系 で は８８．１％ が 使 える と
答 え て いる。 や はり コ ン ピ ュ ー タ を 使 える 留 学 生 は， 理系 に多 い と い う こ とが 言 えよ う
（κ２＝７．４８ ｐ＞０．０１で 有 意）。 な お 「使 え な い」 と 答 えた 留 学 生 でも， 文 系， 理系 を 問 わ
ず， ほ とん ど全員 の 留 学 生 が
「使 い た い」 と答 え て い る の で， 留 学 生 に と っ ても コ ン ピ
ュ ータ は必 要 な もの と 認 識 さ れ て い る こ と がわ か る。
「ＣＡＩ 教材 を使 っ た こ と が あ る か」 に つ いて， 文 系 の 留 学 生 も 理系 の 留 学 生 も ほと ん
ど使っ た こ と が ない と 答 え て い る。昨 今 で は かな り ＣＡＩ 教 材 が 出 回る よ う に は なっ た も
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の の， 実 際 の 勉学 に 使 っ た こ と の あ る 留学 生 は あ まり な い と い う こ と で あろ う。
２ コ ン ピュー タ 教 材 で 学 習 した い こ ど
次 にコ ンピュ ー タ 教 材 で学 習 した い こ とに つ い て の結 果 を 述 べ る （表１２）。
ま ず学 習 した い とい う 回 答 が 多 か った ５項 目 を 順 に見 て み る と， 文 系 で は， 「作文」，
「文 法」，
「読 み 物 」，
「会 話」，





「読 み 物」， 「文 法」 の 順 で ある。 理 系 の 留 学 生 の 方 が， どち らか
と いう と日 常 生活 に密 着 した 「会 話」 や 「聴 解」 と いっ た も の を多 く 求 めて い る こ とが
わ かる。 文 系 は そ の専 門 の 性 質 上， 日 常 生活 に 必 要 な
「会 話」 や 「聴 解」 とい っ た こ と
は す で にマ スタ ー して か ら入 学 して く る こと が 多 い の がそ の 理 由か と も 思わ れ る が， 日
本 語 のク ラ ス で も あま り 十 分 な 学 習 は でき な い 「作 文」 がか なり 大 き い 数字 に な って い
る 。
表１２ コ ン ピュータ 教材で学習 した いこと （文 系・理系別）
４．２． コ ン ピ ュ ー タ 教 材 で 学 習 し た い こ と
１． 文 ２． 漢 ３． か ４．読 ５． 作 ６． ワ ７． 会 ８． 聴 ９． 専 １０． 練 １１． 参 １２．
ゲ １３． そ
法 字 な文字 み物 文 一プロ 話 解 門 習的 考書的 一ム的 の他
文系 ２９人 ２２人 ５人 ２８人 ３０人 ２３人 ２５人 １８人 １８人 ２１人 ２２人 １０人 １人
４９人 ５９．２％ ４４．９％ １０．２％ ５７．１％ ６１．２％ ４６．９％ ５１．０％ ３６．７％ ３６．７％ ４２．９％ ４４．９％ ２０．４％ ２．Ｏ％
理系 ４５人 ２５人 １２人 ４７人 ４８人 ３３人 ６０人 ５１人 ３８人 ２８人 ２４人 １６人
１０１人 ４４．６％ ２４．８％ １１．９％ ４６．５ ％ ４７．５％ ３２．７％ ５９．４％ ５０．５％ ３７．６％ ２７．７％ ２３．８％ １５．８％
文 系， 理 系 どち らに も 入 っ て い る の は
「作 文」，
「文 法」， 「会 話」， 「読 み物」 の４ 項 目
であ る。 逆 に どち ら に も あま り 高 い 率 を 示 して い な い の は，「漢 字」，「かな 文 字」，「専 門」
とい った 項 目 であ る。「漢 字」な どは ＣＡＩ教 材 が 市販 さ れて い て 比 較 的 よ く用 い ら れて い
る よう だが， こ の 調 査 結 果 で は 留 学 生 はあ ま り 求 めて い な い よ う に も 思 わ れる。 しか し
「漢字」 の項目に対 して は， 漢字 圏と非漢字圏の留学生で二一ズ が違う ことも考えられ
る。 そ こ で理 系 ・ 文 系 別 に， さ ら に漢 字 圏 ・ 非 漢字 圏 の 結 果 も あ わ せ て 考 えて みる （表
１３）。
表１３を詳 しく見てみると， 文系の非漢字圏の留学生は， 学習 したいことの項目の中で
「漢 字」 を 一 番 多く 挙 げて いる し， ま た 理系 の 非 漢 字 圏 の 留 学 生 も 「漢 字」 を 「会話」 「聴
解」 と とも に， 一 番 多 く 挙 げて い る。 一 方 漢 字 圏の 留 学 生 は， 文 系 の留 学 生 が
「作 文」
を「会 話」 とと も に 学 習 し た い 項 目の 一 位 に 挙 げ， 理 系 の 留 学 生 も 「会 話」， 次 に
「作文」
の順 で 挙 げて い る。 こ れ は， 非 漢 字圏 の 留 学 生 に とっ て は
「漢 字」 はや はり 大き な 課 題
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とな っ て いる こ とを 表 わ し， そ れ に 対 して 漢 字 圏 の 留 学生 に とっ て は 「漢 字」 は特 に勉
強 しな く て も いい も の で あ り， そ れ よ りも よ り 日 常 に必 要 度 の 高 い 「会 話」 や， 応 用 レ
ベ ル の 「作文」 の 勉 強 を し た い と 答 えて い る こ と を 表わ して い る。
こ の こ と か ら考 え て み る と，
「漢 字」を扱 っ た ＣＡＩ教 材 は， 非 漢 字 圏 の 留 学生 に と って
は， む し ろ漢 字 圏 の 留 学 生 と の 能力 差 を埋 め る た め にも 必 要 と さ れ て い る こ とが う か が
わ れ る。
表１３ コ ンピュータ 教材で学習 したいこと （漢 字圏・非 漢字圏別）
４．２． コ ン ピ ュ ータ 教 材 で 学 習 した い こ と
１． 文 ２．漢 ３． か ４． 読 ５．作 ６． ワ ７．会 ８． 聴 ９．専 １㏄ 練 １１． 参 ！２．ゲ １３．そ
法 字 な文字 み物 文 一プロ 話 解 門 習的 考書的 一ム的 の他
文系漢 ９人 ２人 ４人 ９人 １１人 ９人 １１人 ８人 ９人 ８人 ８人 ４人 ０人
字圏
２０人 ４５．０％ １０．０％ ２０．Ｏ％ ４５．０％ ５５．Ｏ％ ４０．Ｏ％ ５５．Ｏ％ ４０．Ｏ％ ４５．０％ ４０．Ｏ％ ４０．Ｏ％ ２０．０％ Ｏ．０％
文系非 １８人 ２０人 １人 １７人 １７人 １２人 １２人 ９人 ９人 １３人 １４人 ６人 ○人
漢字圏
２６人 ６９．２％ ７６．９％ ３．８ ％ ６５．４％ ６５．４％ ４６．２％ ４６．２％ ３４．６％ ３４．６％ ５０．０％ ５３．８
％ ２３．１％ ０．０％
理系漢 ３２人 １０人 ７人 ３７人 ４１人 ２３人 ４５人 ３５人 ２７人 ２１人 １６人 １２人 １人
字圏
７０人 ４５．７％ １４．３％ １０．Ｏ％ ５２．９％ ５８．６％ ３２．９％ ６４．３％ ５０．０％ ３８．６％ ３０．Ｏ％ ２１．４％ １７．１％ １．４％
理系非 ！３人 １４人 ５人 ９人 ６人 ９人 １４人 １４人 ８人 ７人 ８人 ５人 ０人
漢字圏
２７人 ４８．１％ ５１．９％ １８．５％ ３３．３％ ２２．２％ ３３．３％ ５１．９％ ５１．９％ ２９．６％ ２５．９％ ２９．６％ １８．５％ ０．Ｏ％
３ コ ン ピュ ー タ教 材 を使 い た い 場 所 や 時間 につ い て
コ ン ピュ ータ 教材 を使 い た い 場 所 と 時 間 につ い て の 質 問 で（表１４）， ま ず どこ で 使い た
いかという質問には， 文系と理系では著しく違う結果が出た。 理系では７３％以上の留学
生 が 「研 究 室」 と 答 え て い て，
「日本 語 のク ラ ス」 や た と え ば 「ＣＡＩ教 材 専用 の部 屋」 な
どで 使い た い と 答 えた 留 学 生 は２０％ に も 満 た ない。 一 方 文 系 で は，
「自宅」 や 「専 用の 部
屋」 と いう 答 え が 多 かっ た。 こ れ は理 系 の 留 学生 は 日 中 研 究 室 に い る こ とが 多 い の に対
し， 文系の留学生は自分の居場所となる研究室がないことがその理由であろう。
い つ 使い た い か と いう 質 問 に は， 文 系， 理 系 とも
「い つ で も」 と いう 答 え が多 かっ た。
しか し 文系 では 「放 課 後」 と いう 答 え も 比 較 的多 か っ た の に 対 し て， 理 系 では 「いつ で
も」 以 外の 回 答 は あ ま り な かっ た。
こ れら の こと を 総 合 して 考 える と， 理 系 の 留学 生 はい つ も 研 究 室 に い る こ とが 多 いだ
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けではなく， 実験や実習などで忙 しく， その合間に研究室でいつでもできるような教材
を求 め て いる こ と が 明 ら か に なる。 一 方 文 系 の留 学 生 は， 自 宅 に 持ち 帰 っ て でき る よう
な教材か，あるいは放課後のよう な授業のない時間に ＣＡＩ教材を使える専用の部屋でで
き る よ う な教 材 を 求 め て い る こ と がわ か る。
表１４ コン ピュー タ教材 を使 いたい場所と時間 （文系・ 理系別）
４．３ ど こ で コ ン ピ ュ ー タ 教 材 を 使 い た い か
４．４ いつコンピュータ教 材を 使い たい か


















































４ コ ン ピュ ー タ に 関 す る 環 境
そ れ で は前 述 の 結 果 に あ っ た よう に， ＣＡＩ 教材 の た め の 専 用 の 部 屋 以外 のた とえ ば研
究 室 や 自宅 と い っ た 場 所 で 教 材 を 使 う と し た ら， そ の た め の コ ン ピ ュ ー タ の 環 境 は 文
系 ・ 理 系 で違 い が あ る だ ろう か。
調 査 の 結果 を 見 て み る と（表１５）， や は り専 門 の 性 質 上 か， 理 系 の 方 がコ ン ピュ ータ の
環 境 は整 っ て い る よう で ある。 理 系 の 留 学生 の８０％ 以 上 が， 使 える コ ンピ ュー タ が ある
と 答 えて お り， さ ら に そ のコ ン ピュ ー タ はイ ンタ ー ネ ッ ト に 接 続 して い て， ま た 留 学生
もメ ール の アカ ウ ン ト を持 っ て い る。 そ れに 対 して 文 系 で は， 使 える コ ン ピュ ー タ が あ
る と答 え た 留 学生 が約５３％ で， さ ほ ど多 いと は 言 え な い。 ま た そ の コ ンピュ ータ がイ ン
タ ー ネ ッ ト に 接続 して い る 率 も あ ま り 高く は な い。 メ ー ルの ア カ ウ ント に関 し て は， 使
える コ ンピ ュー タ が あ る と 答 え た 留 学 生に 関 し て は， 持 っ て い る 留 学 生 の数 は 理系 と さ
ほ ど変 わ ら な いよ う であ る。
こ こ ま で の結 果 か ら， 理 系 の 留 学生 は研 究 室 な ど でコ ン ピュ ー タ が 使 える こ と が多 く，
ＣＡＩ教材があるとした ら研究室で研究の合間に使うことができそう である。 それに対 し
て 文系 の 留 学 生 は， 「自 宅」 で 「い つ で も」 と答 える 留 学 生 は多 か っ た が， 実 は 自 由に 使
え るコ ン ピュ ー タ が 必 ず し も なく， しか もイ ンタ ー ネ ッ トに 接 続 し て いな い こ とも あ る
よ う で ある こ と が 見 て 取 れ る。 と なる と， 文系 の 留 学 生 の た め に は ＣＡＩ教 材 専用 の 部 屋
が必要であり， しかも放課後など授業のない時問に開放することが求められる ことがわ
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か る。
表１５ コン ピュータ に関する環境 （文 系・理系別）
５．Ｏ コ ン ピ ュ ー タ が ５．０．１ 機 種 ５．１ イ ン タ ー ネ ッ ト ５．２ メ ー ル の ア カ ウ
あるか に接続 している か ントを持っ ているか
有効： 文系 ２６人， 有効：文 系 ２６人，
理系 ８２人 理系 ８２人
文 系 あ る ２６人 ５３．１％ マ ッ ク， ウ ィ ン ド ウ い る １７人 ６５．３％ い る ２０人 ７６．９％
４９人 な い ２２人 ４４．９％ ズ， ＩＢ Ｍ， Ｎ ＥＣ， い な い ６人 ２３．１％ い な い ６人 ２３．１％
不 明 １ 人 ２．Ｏ％ ＰＣ， ＤＯＳ－Ｖ， コ ン ピ
ユ ー タ セ ン タ ー の も
の， 国 際交流会館の
もの
理 系 あ る ８２人 ８２．２％ マ ッ ク， ウ イ ン ド ウ い る ７３人 ８９．０％ い る ７２人 ７８．Ｏ％
１０１人 な い １８人 １７．８％ ズ， ＩＢ Ｍ ， Ｐ Ｃ， い な い ９人 １１．Ｏ％ な い ９人 １１．Ｏ％
ＮＥＣ， Ｕ ＮＩＸ 不 明 １人 １．２％
Ｖ． ま と め
今 回 の調 査 で 明 ら か にな っ た 点 を ま と め て みよ う。
ま ず 金沢 大 学 全 体 で 見る と， 次 の よ う な こ と が言 え る よ う に 思 わ れ る。
（１） 日本語補講コース対 象者のほ ぼ半数が授業 を受けている。 現在受けてない人も６
割 以上 が 過 去 に 授 業 をう けて お り， 日 本 語補 講 コ ー ス の 利 用 度 は 高 い。
（２） 日本 語 補 講 コ ース に 出 ら れ な い最 大 の 理 由 は， 専 門 の 勉 強 で 忙 し い こと。
（３） 日 本語 で特 に 学 習 した い こ と につ い て は， 会 話， 読 み 物， 作 文， 文 法， リ ス ニ ン
グ等 の二 一 ズ が 高く， 専 門用 語 や 漢 字 に 関 して はそ れ ほ ど高 く な か った と 言 える が，
詳 しく 見 て み る と， 留 学 生 の属’性 によ っ て 二 一 ズに 違 い が あ る こ と が 分か った。
（４） コンピュータを使える割合は非常 に高い（８割以上）。 現在使えない人も意欲はあ
る。 過 去 に ＣＡＩソ フ ト で 日 本 語 を学 習 した 経 験の あ る 人 は ほ と ん どい ない。
（５） コ ン ピュ ー タ で 学 習 し た い こ と も， 上 で聞 いた 「日本 語 で学 習 した い こと」 とほ
ぼ同 じ回 答 であ っ た が， こ れ も 留 学 生 の属 性 に よ り二 一 ズ に 違 い があ る こ と が分 か
っ た 。
（６） 「ゲ ーム 的」 ソ フ ト に 対 す る 二 一 ズ は我々 の 予 想 に比 べ はる か に 低 か った。
（７） ＣＡＩソ フ トは 研 究 室 や 白 宅 で い つ でも 好 き な と き に 使 用 した い と いう 回 答 が 多
く， 授 業 中 に 使っ て 欲 しい と い う 回 答 は少 な い。
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（８） 全 体 で見 る と か な り 多 く の 留 学 生が 白 由 にコ ン ピュ ー タ を 使 え る 環境 に ある こ と，
ま たイ ンタ ー ネ ッ トの 使 用 が 可 能 であ る こ と が明 らか に な っ た。
（９） 留 学生 の 使 用 機 種 に つ い て， マ ッ キ ン ト ッ シュ はま だ か な り 多 くの 留 学 生に 用 い
ら れ てお り， 現 時 点 で は マ ック 版の ソ フ ト も必 要 であ る。
さ て， 第４ 章， 第 ５ 章 で は， 留 学 生 の属 性 と 二一 ズ と の 関 連 を 考 察 して みた が， そ こ
で明 ら か にな っ た 点 は 次 の よ う な も の であ る。
ま ず， 大学 院 所 属 生 と 学 部 所 属 生 によ る 違 い につ い て。
（１） コンピュータを使う能力は大学院所属生の方 が高く， 所属によって明確な差が見
ら れ る。
（２） ＣＡＩで学習 したい という回答が多かった５項目を順 に見て みると， 大学院所属生
は， ！位
「会 話」 ２ 位 「作 文」 ３ 位 「聴 解」 ４ 位 「文 法」 ５ 位 「読 み 物」 であ る。
一 方， 学 部 所 属 生 で は， １ 位 「読 み 物」 ２位 「作 文」 ３ 位 「ワ ー プロ」 「文 法」 「参
考 書」 で あ る。
（３） 両 群 で 希 望 が 多 か っ た 項 目 は「作文」 「読 み 物」 「会 話」 「文 法」 な どで ある。 逆 に
両 群 で 希 望 が 比 較 的 少 な かっ た 項 目 は 「か な 文 字」 「ゲー ム」 「練 習」 「専 門」 な どで
あ っ た。
（４） コ ン ピ ュ ー タ 教 材 を 使 いた い 場 所 は， 大 学 院 所 属 生 は 「研 究室」 「自宅」， 学 部 所
属 生 は，
「自 宅」 「コ ン ピュ ー タ 室」。 時間 は， 大 学 院 所 属 生 は 「い つ で も」， 学 部 所
属 生 は 「い つ で も」 「放課 後」。 学 部 所属 生 は， 「放 課 後」 に 「コ ンピ ュー タ 学 習 室」
での学習を望んでいる点 が特徴的である。
（５） 大学院所属生 （７９．２％） は学部所属生 （４１．９％） より， 多くの留学生が使用可能
なコ ン ピ ュ ータ を 確保 して い る。 また， イ ンタ ーネ ッ ト ヘ の接 続 し てい る 割 合 も 高
い 。
（６） 学部 所属 生 に は， ＣＡＩ学 習 で， コ ンピ ュ ー タ の 貸 与や 学 習 室 の 確保 な どの 手当 て
が必 要 で ある。
また， 第 ５ 章 につ い て は，
（１） 文 系 ・理 系 の 留 学 生 で は， 理 系の 留 学 生 の 方 が 「コ ン ピュ ー タ を使 え る」 と答 え
た 人 数 が多 い。












「文 法」 の 順 で あ る。
（３） 学 習 した い と い う 回 答 に つ いて， 漢 字 圏 ・非 漢 字 圏 の 枠 組 で 見 直 して み る と， 非
漢 字圏 の 留 学 生 は， 理 系， 文 系 を問 わ ず に 「漢 字」 と 答 え て い る 留学 生 が多 い。 一
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方， 漢 字 圏 の 留 学 生 は 「会 話」 と と も に 「作 文」 と 答 え た 留 学 生 が多 く な っ て いる。
漢字 圏 と 非 漢 字 圏 と で は， 二 一 ズ が だ い ぶ違 う よ う で あ る。
（４） コ ンピ ュ ー タ を使 い た い 時 と 場 所 に つ いて， 文 系， 理 系 と も
「いつ でも」 と答 え
た 留 学 生 が 一 番多 かっ た。 ま た 文 系 で は 「放 課 後」 と い う 意 見 も多 か っ た。 また 場
所については理系 では圧倒 的に 「研究室」 と答える留学生が多く， 文系では 「専用
の部 屋」 や 「自宅」 と い う 意 見 が 多 か った。 つ ま り 理 系 で は， 研究 室 で研 究 の 合間
などいつでも使える教材を求めていて， 文系では， 専用の部屋で授業の合問や放課
後 な どに 使 え る教 材 を求 め て い る こ と が 明 らか に な った。
（５） コ ン ピュ ータ 環 境 につ い て， 理 系 の 方 が使 え る コ ン ピ ュ ータ を持 っ て い る 留学 生
が 多く， さ ら にイ ンタ ー ネ ッ トに 接 続 し， メ ー ル の アカ ウ ン ト を 持っ て い る 留 学生
が 多 かっ た。 一方 文 系 はあ ま り そ う い った 環 境 が 整 っ て い な い の で， コ ンピ ュ ータ
専用の部屋を授業の合間や放課後な どに開放することが求められている。
以 上 が， 本 調 査 で明 ら かに な っ た 点 で あ る。
結 論 と して， 多 くの 留 学 生 がコ ン ピュ ー タ やイ ンタ ー ネ ッ ト に アク セ ス でき る こ とか
ら， ＣＡＩ 教 材 の 開発 に は 充 分 な 意 義 が ある。 そ し て， ＣＡＩ 教 材 開 発 の 際に は，
１） 本調査で明らかになった， 留学生の属性の違いによる二一ズの違い を踏まえるこ
と
，
２） 研究室や自宅で好きなとき に使 えるソフトを開発すべきであること，
の２ 点 に留 意 す べ き で あ る と言 える。
ＶＩ． 終 わ り に
今回は回収した データの分析に当てる時間が限られていたこともあり， 回答全体の概
観 と， 大 学 院 所属 生 ・ 学 部 所 属 生 間 の 違 い， 文 系 ・ 理 系の 違 い に 関 す る 考 察 し か でき な
かっ た が， こ の 短い 考 察 で も， 筆 者 ら の 漢然 と抱 い て いた 予想 と は異 な る 結 果 が いく つ
か 得 ら れた。 別 なフ ァ ク タ ー に よ る 二 一 ズの 違 い な ども 行っ て い け ば， ま た 別 な 興 味深
い点が見つかるのではないかという期待を抱 かせる。 今回の調査結果についてさらに深
い 考 察 を続 け て 行 か な けれ ばな ら な い よう に 思わ れ る。 また そ の 様 な考 察 と 平 行 して，
この調査で得られた結果 （留学生の二一ズ） に基づく ＣＡＩ教材の開発も進めて行かなけ
れ ばな ら ない。 二 一 ズ分 析 も 結 局 は ＣＡＩ 教 材開 発 の た め の 準備 なの であ る か ら。
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き ょ う ざ い か い は つ き そ ち ょ う さ
ＣＡＩ 教 材開発基礎調査
に ほ ん ご き ょ う ざ い
こ の ア ン ケ ー ト は， 日 本 語 Ｃ Ａ Ｉ
＊ （ｃｏｍｐｕｔｅｒ－ａｓｓｉｓｔｅｄ ｉｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎ） 教 材 （コ ン ピ ュ
つ か き ょ う ざ い か い は つ き そ ち ょ う さ ち ょ う さ け っ か
一 タ ー を使 っ た 教 材） の 開発 の た め の 基 礎 調査 です。 ア ン ケ ー ト 調 査の 結 果 は， ＣＡ Ｉ
き ょ う ざ い か い は つ い が い も く て き し よ う き ょ う り ょ く
教 材開発以外の目的には使用 しませんので， ぜひ ご協 力ください。
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し め い さ い せ い べ つ お と こ お ん な
氏名二＿＿＿＿ ＿ ＿＿＿＿＿＿（ 才） 性別（□男 □女 ）
こくせき ぼ ご
１ 国籍 （ ） ２ 母語 （ ）
し ょ ぞ く が く ぶ け ん き ゅ う か せ ん こ う し ゅ う し は か せ か て い
３ 所属 （ 学部 研 究科 専攻） （□ 修士 □博士 □課程）
い ん せ い け ん き ゅ う せ い せ ん も ん け ん き ゅ う
（ □院生 □研 究 生 ） 専門 （ の研 究 ）
に ほん き ねんげつ ねん つき
４ 日本へ来た年月 （ 年 月 ）
に ほ ん く ま え に ほ ん ご べ ん き ょ う ね ん げ つ
５ 日本へ来る前， 日本語を勉 強したか □はい （ 年 ヶ月）
□いいえ
◆ ’ ◆ “ ◆ ０ ◆ “ ◆ 小 ◆ ψ ◆ ψ ◆ ，山 ◆ ，１。 ◆ “ ◆、Ｉ■Ｐ ◆ 州．◆そ・Ｉ・。 ◆ ル ◆、〃 ◆ ψ ◆ ψ ◆ 〃・◆ 州’◆ ル ◆ “ ◆ 小 ◆．一Ｉ・◆ 一Ｉｌ・“ ’ ◆ “ ◆ “ ◆ “ ◆ “ ◆ ’ ◆ ψ ◆ 小 ◆．巾 ◆ “ ◆ “ ◆ ’ ◆ “ ◆ ’ “ ψ
に ほ ん ご に ほ ん ご
＜ 日本 語 と 日 本語 ク ラ ス の こ と ＞
い ま に ほ ん ご し ゅ っ せ き
１． 今， 日 本 語の ク ラ ス に 出 席 して い る か。
か な ざ わ だ い が く ほ こ う め い
口はい 金沢大学の補講クラス名 （ ）
た
その他 （ ） ⇒ ２へ
□ い い え ⇒ １．１， １．２ へ
ま え か な ざ わ だ い が く に ほ ん ご し ゅ っ せ き
１．１ 前 に金 沢 大 学 の 日本 語 の ク ラ ス に 出 席 した こ と があ る か。
し ゅ っ せ き め い
□ はい （最 後 に 出 席 した） ク ラ ス 名 （ ） ⇒１．２へ
□ い いえ ⇒４．１へ
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い ま に ほ ん ご し ゅ っ せ き １） ゆ う ふ く す う か い と う か
１．２ 今， 日 本語 ク ラ ス に 出 席 し ない 理 由 （複 数 解 答可 ： い く つ でも， ｘ して く ださ い）
じ かん つ ごう わる
１） □ クラスの時間が都合が悪いから
ないよう
２） □ クラスが内容がよく ないから
あ
３） □ クラスのレベルが合わ ないから
せ ん も ん べ ん き ょ う
４） □ 専門の勉 強がいそが しいから
べ ん き ょ う べ ん き ょ う ひ つ よ う
５） 口 勉 強の 勉 強は必要ないから
た
６） □ その他 （ ）
なん に ほ ん ご ひつよう ふくすうかいとう か
２． 何 のた め に 日 本 語 が 必 要 か。 （複 数 解 答 可： い く つ で も， ｘ し てく だ さ い）








口 日 常 生活のため
け ん き ゅ う し つ せ い か つ
□ 研 究 室での生活のため




が っ か い こ う と う は っ ぴ ょ う




□ その他 （ ）
に ほ ん ご か ん れ ん し ゅ う ふ く す う か い と う か
３． 日本 語 に 関 して， どの よ う な こ と を練 習 した い か。 （複 数 解 答 可）
ぶ ん ぽ う れ ん し ゅ う よ み も の よ
１） □ 文法の練 習 ６） □ 読み物を読む
か ん じ れ ん し ゅ う さ く ぶ ん か
２） □ 漢字の練 習 ７） □ 作文を書く
れ ん し ゅ う か い わ れ ん し ゅ う
３） □ ひらがな／かたかなの練 習 ８） □ 会話の練 習
れ ん し ゅ う せ ん も ん に ほ ん ご
４） □ ワー プロの練 習 ９） □ 専門の日本語
れ ん し ゅ う た
５） □ リスニングの練 習 １０） □ その他 （ ）
◆ “ ◆ “ ◆ “ ◆ “ ◆ ｝ト ◆ “ ◆ “ ◆ １■■・ ◆ “ ◆ ’） “ ｝＾ “ ０ ◆ “ ◆ ’■ ◆ “ ◆ “ ◆ ’） ◆ ・血一 ◆ ’｝ ◆ ’ ◆ “ ◆ １巾・ ◆ “ ◆ ’■ ◆ ■‘｝ ◆ 小 ◆ ■山■ ◆ φ ◆ ・Ｉ・ｌＩ１・ ◆ ・｝ｏ ◆ ■一一・ ◆ ．｝・ “ ・Ｉ，１］ ◆ ｝一・ ◆ ．一．１１・ ◆ ｝■ “ 市・ ◆ “ ◆ “
一 １０４ 一
日本語ＣＡＩ教材の開発に向けて （峯 ・ 鎌 田 ・ 能 波 ・ 深 澤）
＜コ ンピ ータ の こ と＞
つか
４．１ コ ン ピ ュ ー タ が 使 え る か。
□ は い ⇒ ４．１．２ へ
□ い い え ⇒ ４．１．１
ひと
４．１．１
「い い え」 の 人
つか おも
コ ン ピュ ー タ を 使 いた い と 思 っ て い る か。
□ は い ⇒ ４．２へ
□ い い え ⇒ ６．
い ま つ か き ょ う ざ い ぺ ん き ょ う
４．１．２ 今 ま でＣ Ａ Ｉ や コ ンピ ュ ー タ ー を使 っ た 教 材 で 勉 強 した こ と が ある。




つ か き ょ う ざ い な い よ う ふ く す う か い と う
コ ン ピュ ー タ ー を 使 っ た 教 材 が あ る と し た ら， ど ん な 内 容 が よ い か。 （複 数 解 答
か
可）
さくぶん れんしゅう せんもん に ほん ご
１） □ 作文の練 習 ９） □ 専門の日本語
か ん じ れ ん し ゅ う れ ん し ゅ う て き
２） □ 漢字の練 習 １０） □ 練 習 的なもの
れ ん し ゅ う さ ん こ う し ょ て き
３） □ ひらがな／かた かなの練 習 １１） □ 参考書的なもの
よ もの よ てき
４） 口 読む物を読む １２） □ ゲーム的なもの
さくぶん か た
５） □ 作文を書く １３） □ その他 （ ）
れ ん し ゅ う
６） □ ワー プロの練 習
か い わ れ ん し ゅ う
７） □ 会話の練 習
れ ん し ゅ う
８） □ リスニングの練 習
一１０５一
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つ か き ょ う ざ い つ か
４．３ コ ン ピュ ータ を使 っ た 教 材 があ る と した ら， どこ で 使 い た い か。
に ほ ん ご
１） 口 日本 語のクラス
け ん き ゅ う し つ
２） □ 研 究 室
じ たく
３） □ 自宅
が く し ゅ う へ や
４） ロ コ ン ピュ ー タ 学 習 の部 屋＊
に ほ ん ご べ つ が く し ゅ う へ や
＊ 日 本 語ク ラ ス と は別 の コ ン ピュ ー タ 学 習 の た め の 部 屋
た
５） 口 その他 （ ）
つ か き ょ う ざ い つ か
４．４ コ ン ピ ュ ータ を 使っ た 教 材 があ る と した ら， い つ 使 い た い か。






４） 口 その他 （ ）
け ん き ゅ う し つ じ た く じ ぶ ん べ ん き ょ う つ か
５． 研 究 室 ／ 自宅 に 自分 の 勉 強 に使 え る コ ン ピュ ー タ が あ る か。
き し ゅ
□ は い → 機 種 （ ） ⇒ ５．１， ５，２ヘ
ロ い い え ⇒ ６．へ
せつ ぞく




５．２ 電 子 メ ー ルの ア カ ウ ント を 持っ て い る か。
□はい
□いいえ
◆ ．‘一・◆ “ ◆。帆 ◆ ψ ◆ 。』・１◆ 一か ◆ 。耐 ◆ 。．｝ ◆ ■｝・◆ ’■◆・川・ ◆ “ ◆ ■“ ◆ ・ｌＰ ◆ “ ◆ “ ◆ “ ◆ Ｉ』・ ◆ ■’ ◆ “ ◆ ’ ◆ “ ◆ ◆ ◆ “ ◆ “ ◆ “ ◆ ・’■◆ “ ◆ ’ ◆ ’一 ◆ “ ◆ “ ◆ “ ◆ ’ ◆ “ ◆ ’ ◆ ｝Ｉ■一◆ “ ◆ ■’
６． ご協 力 あ り が と う ご ざ いま した。
一１０６一
